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１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（10月末現在）

男 998人
女 1,200人
計 2,198人
(前月比-10人)

(2009年末3,444人)

令和７年１２月号
（第１９６号）

発行者
日奈久住民自治会

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

<会 議 等>
12日(金)市政協力員例会
15日(月)運営委員会
19日(金)広報部会

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

住
民
自
治
会
の
会
長
、
今
田
徳
次
郎

氏
が
体
調
不
良
の
た
め
、
規
約
に
則
り

副
会
長
の
橋
本
勝
利
氏
が
、
令
和
８
年

３
月
末
ま
で
の
会
長
の
職
務
を
代
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
奈
久
住
民
自
治
会
副
会
長
の
橋
本

勝
利
で
す
。
副
会
長
を
拝
命
し
て
か
ら

会
長
と
連
携
を
取
り
、
事
務
局
長
を
通

し
て
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
。
副
会
長

は
、
会
長
が
不
在
の
際
に
そ
の
職
務
を

代
行
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

11
月
１
日(

土)

緊
急
に
役
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
行
事
も
す
で
に
決
ま
っ

て
お
り
、
会
長
の
笑
顔
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
来
年
の
３
月
ま
で
頑
張
る
こ
と

で
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
運
営
に
当
た

り
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
田
会
長
の
一
日
も
早
い
快
復
を
願
っ

て
い
ま
す
。

11
月
１
日
（
土
）
八
代
市
公
民

館
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
八
代

市
地
域
協
議
会
地
域
活
動
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

日
奈
久
住
民
自
治
会
、
麦
島
住
民

自
治
協
議
会
、
泉
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、
東
陽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
４
つ
の
団
体
が
発
表
し
ま
し
た
。

日
奈
久
住
民
自
治
会
は
、
事
務

局
長
の
篠
原
朴
雄
氏
が
、
ス
ラ
イ

ド
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
を
使
っ

て
、
活
動
の
様
子
を
詳
し
く
発
表

し
ま
し
た
。
各
部
会
の
活
動
の
様

子
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
活

動
な
ど
が
写
真
入
り
で
分
か
り
や

す
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
か

ら
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
好
評

で
し
た
。

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し

た
の
は
、

お
な
じ
み

ち
く
ワ
ン

で
す
。
愛

く
る
し
い

姿
と
松
本

啓
佑
氏
と

八
島
広
樹

氏
に
よ
る

軽
妙
な
会
話
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ち
く
ワ
ン
は
ス
テ
ー
ジ
を
降
り
て

客
席
を
回
り
、
盛
ん
に
握
手
し
た

り
写
真
に
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
に
は
、
お
が
ま
ち
日
奈

久
ニ
ュ
ー
ス
の
拡
大
版
や
ち
く
ワ

ン
の
４
コ
マ
漫
画
な
ど
も
掲
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ち
く
ワ
ン
の
グ
ッ

ズ
販
売
も
好
評
で
し
た
。

素
晴
ら
し
い
発
表
を
さ
れ
た
篠

原
事
務
局
長
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

第
13
回
湯
の
街
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
11
月
８
日
（
土
）
、
９

日
（
日
）
日
奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
シ
ー
・

湯
・
遊
で
開
催
さ
れ
、
12
チ
ー
ム
１
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
遠
く
は
神
奈

川
県
と
愛
知
県
の
合
同
チ
ー
ム
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

８
日
は
、
競
技
終
了
後
温
泉
神
社
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
が

あ
る
カ
ラ
オ
ケ
を
は
じ
め
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

11
月
２
日
（
日
）
午
前
７
時
前
に
は

次
々
と
住
民
35
人
が
集
ま
り
、
め
い
め

い
に
草
取
り
を
始
め
ま
し
た
。
今
年
は

地
面
に
張
っ
て
い
る
草
が
多
く
、
参
加

者
は
根
ま
で
取
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
鳩
山
の
記
念
碑
の
方
は
４
人
ほ

ど
で
剪
定
を
し
ま
し
た
。
約
１
時
間
の

作
業
で
、
瞬
く
間
に
綺
麗
に
な
り
ま
し

た
。作

業
が
終
わ
る
と
、
参
加
者
の
中
に

は
記
念
碑
を
仰
ぎ
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
々

の
冥
福
を
祈
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
24
人
の
尊
い
命
に
思
い

を
寄
せ
る
日
奈
久
の
人
々
の
素
晴
ら
し

さ
に
心
温
ま
り
ま
し
た
。

敗
戦
に
よ
り
国
民
は
虚
脱
状
態
に
な

り
、
道
徳
も
地
に
落
ち
て
無
秩
序
状
態

に
陥
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
国
民
の
再

教
育
、
村
づ
く
り
、
町
づ
く
り
で
国
を

建
て
直
そ
う
と
、
昭
和
24
年
社
会
教
育

法
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
中
核
と
な
っ
た

の
が
公
民
館
建
設
だ
っ
た
。

日
奈
久
公
民
館
は
昭
和
24
年
10
月
、

町
役
場
の
一
角
に
事
務
局
が
設
け
ら
れ
、

講
座
の
開
設
、
討
論
会
、
講
習
会
、
展

示
会
、
体
育
会
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、

各
種
団
体
の
連
携
な
ど
を
行
っ
た
。

昭
和
30
年
４
月
、
八
代
市
と
の
合
併

後
は
、
八
代
市
公
民
館
日
奈
久
分
館
と

し
て
発
足
、
分
館
長
は
中
学
校
長
が
兼

務
し
た
。
昭
和
32
年
、
市
は
八
代
中
央

公
民
館
を
廃
し
、
改
め
て
各
校
区
に
公

民
館
を
新
設
し
て
社
会
教
育
活
動
の
拠

点
と
し
た
。

日
奈
久
公
民
館
は
分
館
の
建
物
を
引

き
継
ぎ
、
初
代
公
民
館
長
に
中
原
文
敬

氏
が
就
任
し
た
。
中
原
館
長
は
婦
人
会
、

青
年
団
の
相
談
役
、
青
年
学
級
の
指
導

啓
発
、
敬
老
会
の
支
援
、
さ
ら
に
公
民

館
で
の
結
婚
式
の
奨
励
等
に
尽
力
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
36
年
３
月
、
市
の
事
業

縮
小
の
た
め
、
専
任
館
長
は
廃
止
さ
れ
、

出
張
所
長
が
公
民
館
を
改
称
し
た
八
代

市
南
部
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
昭
和
37
年
厚
生
会
館
設
立

に
よ
り
八
代
市
公
民
館
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
が
、
市
町
村
合
併
後
、
パ
ト

リ
ア
千
丁
を
八
代
市
公
民
館
と
し
、
八

代
市
南
部
セ
ン
タ
ー
は
日
奈
久
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
現
在
に
至
る
。

橋
本
勝
利
氏
が
会
長
の
職
務
を
代
行

日
奈
久
住
民
自
治
会

篠原事務局長堂々の発表、ちくワンも盛り上げました
令和７年度八代市地域協議会地域活動発表会

11
月
17
日(

月)

開
催
の
運
営
委
員
会

か
ら
、
記
事
に
掲
載
し
な
か
っ
た
主
な

事
項
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
福
祉
健
康
人
権
委
員
会

・
11
月
28
日(

金)

日
奈
久
小
・
中
学
校

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
町
中
で
す
。
婦
人
会
も
参
加
し

ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

・
11
月
29
日(

土)

午
後
７
時
か
ら
、
日

奈
久
中
学
校
体
育
館
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
事
務
局

・
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
、
３
月
７
日(

土)

午
前
中
に
開
催
。
午
後
は
雛
祭
り
コ
ン

サ
ー
ト
、
夕
方
は
竹
灯
籠
点
灯
が
行
わ

れ
ま
す
。

・
日
奈
久
中
学
校
の
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
利
用
者
が
い
な
い
た
め
、
市
の
学
校

施
設
課
へ
返
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

発表する篠原事務局長
橋本勝利

会長代行

4日(木)～10日(水)
第77回人権週間

6日(土)竹灯籠作製(他3日)
12日(金)～14(日)切り絵展
14日(日)新開町堤防除草作業
24日(水)２学期終業式
30日(火)～3日(土)

ひなぐの灯り

い
く
つ
に
な
っ
て
も

キ
レ
が
あ
り
ま
す

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会

日
奈
久
歴
史
散
歩

公
民
館
の
始
ま
り

マジックも飛び出した

レセプション

命
日
を
前
に
心
を
込
め
て

津
森
小
学
校

遭
難
の
碑
広
場
清
掃草取りに励む参加者

新
開
町
堤
防
桜
並
木
の

除
草
作
業
の
お
知
ら
せ

新
開
堤
防
の
河
津
桜
は
、
早
春
に
ピ
ン

ク
の
花
を
咲
か
せ
、
春
の
訪
れ
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
春
の
桜
並
木
を
楽
し
み
に
除

草
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

日
奈
久
住
民
自
治
会
生
活
環
境
部
会)

◆
日
時

12
月
14
日
（
日
）
午
前
８
時
～

◆
場
所

新
開
堤
防
一
帯

◆
そ
の
他

桜
に
巻
き
付
い
た
葛
な
ど
を
取
る
た
め

に
、
剪
定
鋏
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

も
始
ま
り
、
参
加
者
の
芸
達
者
ぶ
り
が

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

９
日
は
、
昼
食
に
当
日
朝
早
く
か
ら

準
備
し
た
婦
人
会
の
豚
汁
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
な
の
で
「
豚
汁

パ
ー
テ
ィ
ー
だ
ぁ
」
と
言
い
な
が
ら
美

味
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
試
合
は
60
歳
以
上
の
チ
ー
ム

の
対
戦
で
し
た
が
、
還
暦
を
過
ぎ
た
と

は
思
え
な
い
キ
レ
の
あ
る
動
き
で
観
衆

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

７
日
の
準
備
か
ら
９
日
の
片
付
け
ま

で
関
係
者
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

な
お
、
八
代
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
よ
り

住
民
自
治
会
と
婦
人
会
に
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

12月の行事から

婦人会の豚汁は

今年も大人気

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
り
務

め
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
で
す
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

民
生
児
童
委
員
の
紹
介

山
田
千
佐
子

林
田

智
博

廣
瀬

徹
也

山
口

直
子

上
野

悦
子

松
本

房
子

東
雲

清
吾

江
島

敏
文

橋
本

信
子

嶋
田
欣
之
助

山
口
美
穂
子

（
竹
之
内
町
）

（
塩
北
町
）

（
新
開
町
）

（
塩
南
町
）

（
東

町
）

（
浜

町
）

（
中

町
）

（
上
西
町
・
中
西
町
）

（
下
西
町
・
馬
越
町
）

【
主
任
児
童
委
員
】

〃

新
し
い
民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
令

和
７
年
12
月
１
日
～
令
和
10
年
11
月
30

日
ま
で
で
す
。

(

敬
称
略)

（
大
坪
町
）

（
新
田
町
）

（
山
下
町
）

未
定

竹
林

茂
晴

山
本

武
幸

（
竹
之
内
町
）

（
塩
北
町
）

（
新
開
町
）

（
塩
南
町
）

（
浜

町
）

木
森

雄
治

山
田

重
典

宮
田
た
み
子

山
本

澄
江

佐
藤

士
郎

髙
田

榮
昭

（
大
坪
町
）
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11
月
１
日(

土)

午
後
、
日
奈
久
中
学
校

文
化
祭
が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
開
華
・
気
鋭
・
勇
姿
」
。

日
奈
久
中
生
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
勇
姿
の

華(

花)

を
開
か
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

生
徒
た
ち
の
熱
心
な
発
表
に
約
１
０
０
人

の
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど
か
ら
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
は
先
生
た
ち
の
歌
と
バ
ン
ド
演

奏
で
始
ま
り
、
４
組
の
生
徒
た
ち
有
志
が

バ
ン
ド
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

の
特
技
を
発
表
し
、
満
場
の
喝
采
を
浴
び

ま
し
た
。
学
年
発
表
で
は
水
俣
病
学
習
、

職
場
体
験
学
習
、
進
路
学
習
な
ど
、
体
験

し
た
学
習
成
果
を
も
と
に
、
コ
ン
ト
や
劇

に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
最
後
は
全
校
合

唱
と
演
奏
で
盛
り
上
げ
、
参
観
者
の
華
も

満
開
に
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
各
教
科
の
学
習
成
果
が
多

彩
に
展
示
し
て
あ
り
、
参
観
者
の
目
を
引

い
て
い
ま
し
た
。

11
月
15
日(

土)

見
事
な
秋
晴
れ
の
下
、

御
鎮
座
６
０
６
年
日
奈
久
温
泉
神
社
例
大

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

請
前

中
町)

午
前
10
時
か
ら
神
事
が
厳
か
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
小
林
緑
郎
宮
司
は
、
「
日
奈

久
の
平
穏
を
祈
っ
た
新
年
か
ら
、
実
り

の
時
期
を
迎
え
地
域
の
無
事
を
報
告
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
秀
岳
館
高
校
の
勇
壮
な
雅

太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。

躍
動
す
る
若
い
力
に
観
客
も
元
気
を
も

ら
い
、
一
気
に
会
場
が
一
体
化
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
歌
や
踊
り
な
ど
の
演
芸

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
園
川
つ
る

代
さ
ん
と
山
口
な
お
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
も
あ
り
、
伸
び
や
か
な
歌
声
が
温
泉

神
社
の
山
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
桟
敷

を
埋
め
た
観
客
は
、
め
い
め
い
に
弁
当
や

飲
み
物
を
味
わ
い
な
が
ら
、
秋
の
一
日
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
小
野
泰
輔
市
長
も
来
場
し
、
挨

拶
の
中
で
「
日
奈
久
温
泉
を
八
代
の
宝
と

し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。
「
シ
ャ
ッ
タ―

が
降
り
て
い
る
空

き
家
も
多
い
。
若
い
人
た
ち
が
手
軽
に
借

り
て
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
支
援

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
取
材
に

答
え
ま
し
た
。

終
盤
に
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

も
飛
び
出
し
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
最
後
に
恒
例
の
紅
白
餅
投
げ

が
行
わ
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
14
回
目
を
迎
え
た
日
奈
久
美
術
展
は
、

11
月
16
日(

日
）
か
ら
24
日(

月
・
祝)

ま

で
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

18
人
が
出
品
。
絵
画
（
油
彩
、
水
彩
、

切
り
絵
）
工
芸
（
瓢
箪
、
染
色
、
竹
灯
籠
、

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
）
、
書
、
写
真
、
デ
ザ
イ

ン
な
ど
大
小
の
多
様
な
作
品
、
計
39
点
が

出
品
さ
れ
、
入
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

知
人
の
作
品
に
は
特
に
関
心
が
集
ま
り
、

以
外
な
一
面
に
ふ
れ
て
感
心
す
る
人
も
い

ま
し
た
。
中
に
は
、
来
年
は
出
品
し
ま
す

と
、
意
欲
的
な
人
も
い
て
主
催
者
を
喜
ば

せ
て
い
ま
し
た
。
県
外
や
外
国
人
な
ど
と

の
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。
主
催
者
の
日
奈

久
美
術
愛
好
会
会
長
森
田
初
男
さ
ん
は
、

「
い
ろ
ん
な
趣
味
を
持
っ
て
い
る
方
に
出

会
い
ま
し
た
。
気
軽
に
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

大
歓
迎
で
す
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

12
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の
各

土
曜
日
の
４
日
間
、
９
時
～
12
時
に
ア
グ

リ
日
奈
久
隣
の
作
業
所
に
お
い
て
、
竹
灯

籠
作
製
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
竹

灯
籠
を
作
製
予
定
で
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
簡
単
な
作
業
か
ら
楽

し
く
な
る
作
業
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
是

非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11
月
３
日
（
月
）
、
秋
晴
れ
の
爽
や
か

な
天
気
に
恵
ま
れ
た
日
奈
久
温
泉
神
社
イ

ベ
ン
ト
広
場
に
お
い
て
、
日
本
を
代
表
す

る
バ
リ
ト
ン
・
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
歌
手

の
本
岩
孝
之
氏
の
「
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
２
０
０
人
を
超
す
観
客
が
集

ま
り
ま
し
た
。
前
座
の
八
倫
太
鼓
と
が
ら
っ

ぱ
娘
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
終
わ
り
、
本
岩

氏
が
登
場
。
バ
リ
ト
ン
で
「
オ
・
ソ
レ
・

ミ
オ
」
を
歌
い
始
め
る
と
、
観
客
は
そ
の

声
量
に
圧
倒
さ
れ
、
歌
声
に
う
っ
と
り
と

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
６
曲
目
か
ら
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
で
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
」
等
を
伸
び
や
か
な
高
い
声
で
歌
い
上

げ
ま
し
た
。
「
曲
ご
と
に
解
説
を
入
れ
て

歌
わ
れ
た
の
で
、
分
か
り
や
す
く
、
聞
い

た
こ
と
が
な
い
歌
が
聴
け
て
感
動
し
ま
し

た
。
本
岩
さ
ん
が
『
悲
し
い
歌
を
歌
っ
た

後
は
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
る
』
と
話
さ

れ
た
の
を
聞
い
て
、
自
分
も
心
が
浄
化
さ

れ
た
気
が
し
ま
し
た
」
と
観
客
の
一
人
が

話
し
ま
し
た
。

全
11
曲
を
歌
っ
た
後
も
拍
手
が
鳴
り
止

ま
ず
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
２
曲
歌
い
ま
し
た
。

本
岩
さ
ん
は
、
「
観
客
の
皆
さ
ん
の
反
応

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。
伴
奏
を
し
た
村
井
智
子
さ
ん
は
、

竹
之
内
町
出
身
で
本
岩
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の

先
生
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
音
響

を
担
当
し
た
山
下
町
の
後
藤
吉
祥
さ
ん
は
、

「
本
岩
さ
ん
の
な
ま
の
声
を
そ
の
ま
ま
自

然
に
届
け
た
い
」
と
調
整
を
繰
り
返
し
、

素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
横
の
道
路

脇
の
紅
葉
の
枝
が
伸
び
放
題
に
な
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
千
丁
町
の
庭
師
の
丸
吉
さ

ん
が
剪
定
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

足
元
に
植
え
て
あ
る
紫
陽
花
も
、
指
導

を
受
け
て
地
元
有
志
４
人
も
一
緒
に
な
っ

て
綺
麗
に
し
ま
し
た
。

新
田
町
の
中
山
由
紀
夫
さ
ん
宅
の
駐
車

場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隙
間
か
ら
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

山
口
県
出
身
で
出
水
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
種
田
山
頭
火
が
訪
れ
た
日
奈
久
温
泉

で
毎
年
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。
熊
本
県

と
山
口
県
の
交
流
を
山
頭
火
が
つ
な
い
で

い
る
こ
と
を
山
口
県
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
で
す
。

（
な
）

生
徒
た
ち
の
華
が
満
開

日
奈
久
中
文
化
祭
開
催全校生徒によるウクレレの演奏

日
奈
久
の
森
に
響
く
伸
び
や
か
な
歌
声
が
聴
衆
を
魅
了

本
岩
孝
之
「
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

圧倒的な歌唱力

を披露する本岩さん

伴奏の村井智子さんを

紹介する本岩さん

温
泉
街
を
き
れ
い
に
！

駅
の
ノ
ー
ト
か
ら

こんなイラストも

秋晴れの中盛り上がった日奈久温泉神社例大祭

観客と一体化した雅太鼓

挨拶する小野市長
歓声が上がった恒例の餅投げ

見事に咲いた花

今年もやります！
日奈久温泉 晩白柚風呂
１２月１３日(土)～１月３１日(土)

冬の風物詩となりました「日奈久温泉の晩白柚風呂」。種田山頭火も絶賛した日奈久の

「心まであたたまる温泉」と八代特産の「晩白柚」のさわやかな香りをお楽しみください。

実施期間は施設によって異なります。営業状況等は、各施設にお問い合わせください。

旅館名 電話番号
金波楼(３月末まで)・・３８-０６１１(市外局番０９６５以下同じ）
不知火ホテル・・・・・３８-０４１４
浜膳旅館・・・・・・・３８-０１０３
柳屋旅館・・・・・・・３８-０１２５
ホテル潮青閣・・・・・３８-３３００
ばんぺい湯・・・・・・３８-０６１７
（１月３１日までの土、日、祝日のみ）
（２階大浴場・３階家族風呂で実施）
【宿泊者のみ】
鏡屋旅館・・・・・・・３８-００２６
新浜旅館・・・・・・・３８-０８３８
あたらし屋旅館・・・・３８-０２１３
ひらやホテル・・・・・３８-００１５ 皆様のお越しをお待ちしています

身
近
な
人
の
力
作
一
堂
に

日
奈
久
美
術
展作品に興味深く見入る訪問客

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

日奈久の夜を彩る竹灯り

ま
た
ま
た
咲
い
た
根
性
花

劇に仕立てた３年生の進路学習


